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第 3 章は，前記の解析手法を応用し，単一 3 角型地履板について，それと地盤との聞の付着力と摩擦
力を考慮して，推進力とすべり線の解析を行い，その解析結果が実験結果とよく一致することを検証し
たものである。
第 4 章においては，湿地履板が 2 個以上連続する場合を想定して，湿地履板後方の地盤表面が水平面
ではなく，種々の形状をなす場合について，推進力とすべり線に関する解析手法を提案し，さらに，そ
の手法の妥当性を実験iとより検証している。
第 5 章は，種々の間隔で連結された 2 個の湿地履板を対象として，それによる推進力とすべり線の解
析手法を開発し，その解析結果を実験によって検証したものであって，湿地履板の推進力を最大ならし
める間隔について，その算定方法を提案したものといえる。
第 6 章においては，第 5 章 i乙示す推進力の解析結果を実車実験によって検証し，履板が 3 次元的な実























(3) 実車実験によって，履板が 3 次元状態にある実車の推進力は，それを 2 次元的に取扱った解析結
果の1. 1 倍であることを立証している。
(4) 前記の解析手法を用いて 直結された 3 角型湿地履板が最大の推進力を発輝するための底角は
55 度であり，現在使用されている底角は約 10 度増大すべきことを提案している。
以上の研究成果は 従来ほとんど解明されていなかったキャタピラーの推進力 特に卜ラフィカビリ
ティに関して，新たな知見を加えるとともにキャタピラーの設計上極めて重要な指針を与えるものであ
り，土木施工学並びに施工技術の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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